
こ
え
る
か
を

受
講
者
に
体

験
し
て
も
ら

う
。そ
し
て
、

交
通
教
育
セ

ン
タ
ー
内
の

模
擬
市
街
地

コ
ー
ス
で
受

講
者
が
２
人

１
組
で
、
交
代
し
な
が
ら
緊
急
走
行
を

実
践
。
助
手
席
に
乗
る
者
は
周
囲
の
車

両
へ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
し
、
本
番

さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
た
。「
移

動
電
源
車
を
安
全
に
被
災
地
に
運
ぶ
こ

と
が
皆
さ
ん
の
役
割
で
す
。
焦
ら
ず
、

必
要
な
安
全
確
認
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

は
繰
り
返
し
た
。

「
災
害
時
、
私
た
ち
は
通
信
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
・
復
旧
に
必
死
に
な
り
ま

す
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、
自
分

自
身
だ
け
で
な
く
他
者
の
安
全
を
い
か

に
確
保
す
る
か
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ

と
も
大
切
で
す
。
こ
の
訓
練
は
、『
安

全
を
最
優
先
す
る
』
と

い
う
意
識
の
向
上
だ
け

で
な
く
、
２
w
a
y
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き

る
、
良
い
機
会
で
あ
り
、

身
近
で
わ
か
り
や
す
い

手
法
の
一
つ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
、
大
政
さ

ん
は
こ
の
訓
練
の
効
果

を
語
っ
た
。

の
交
通
安
全
を
啓
発
す
る
。
主
人
公
の
女

子
高
校
生
が
自
転
車
で
高
齢
者
を
は
ね
て

し
ま
い
、
そ
れ
が
自
分
の
人
生
や
家
族
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
伝
え
る

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
脚
本
や
振
付
を

担
当
し
て
い
る
交
通
安
全
指
導
員
の
山
崎

油
美
子
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
日
頃
の
交
通

安
全
教
室
で
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
形
式
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
や
ダ
ン
ス
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
参
加
す
る
皆
さ
ん
に

楽
し
み
な
が
ら
安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
で
す
」
と
話
す
。

続
い
て
、
保
育
園
の
園
児
ら
が
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
っ
て
、
塩
尻
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

交
通
安
全
ダ
ン
ス
を
披
露
。
こ
の
後
、
会

場
の
参
加
者
に
交
通
安
全
ク
イ
ズ
を
出
題

し
、
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
ホ
ン
ダ
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
ホ
ン
ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

な
意
識
お
よ
び
正

し
い
知
識
の
習
得

を
目
的
に
、
２
０

１
０
年
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。
訓
練

に
は
災
害
時
に
指

揮
統
制
を
担
当
す

る
社
員
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
社
員
に
は
災

害
発
生
時
に
的
確
な
指
示
が
出
せ
る
よ

う
に
、
ど
の
よ
う
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
で
運
用
者
が
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る

の
か
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
、

こ
の
訓
練
が
役
立
ち
ま
し
た
」。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
の
時
の
記

憶
や
経
験
を
社
内
に
残
し
て
い
く
と
い

う
目
的
も
あ
る
と
大
政
さ
ん
は
い
う
。

そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
の
が
、
訓
練
の

冒
頭
に
行
わ
れ
る
受
講
者
同
士
の
意
見

交
換
会
だ
。
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、

被
災
地
ま
で
移
動
電
源
車
を
運
転
し
て

作
業
を
行
っ
た
社
員
の
体
験
談
を
も
と

に
、
自
分
が
そ
の
立
場
に
置
か
れ
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
準
備
や
行
動
を
す
る
べ
き

か
話
し
合
う
の
で
あ
る
。

実
技
で
は
、
３
日
間
に
わ
た

り
狭
路
誘
導
（
写
真
参
照
）
や

緊
急
走
行
演
習
な
ど
に
取
り
組

む
。
緊
急
走
行
演
習
で
は
、
実

際
に
移
動
電
源
車
の
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
、
そ
れ
が
周
囲
の
ク

ル
マ
の
車
内
で
ど
の
よ
う
に
聞
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N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
電
力
設
備
の
運

用
を
担
う
（
株
）
N
T
T
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
ズ
（
本
社：

東
京
都
港
区
）
で
は
、

地
震
や
台
風
と
い
っ
た
自
然
災
害
で
大

規
模
停
電
が
発
生
し
た
際
、
被
災
地
に

移
動
電
源
車
を
派
遣
し
、
N
T
T
の
通

信
施
設
へ
必
要
な
電
気
を
供
給
し
て
い

る
。
こ
の
移
動
電
源
車
を
運
転
す
る
社

員
等
を
対
象
に
し
た
緊
急
走
行
訓
練
が

10
月
29
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
鈴
鹿

サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
実

施
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
背

景
を
同
社
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆
サ
ー
ビ

ス
事
業
本
部
の
大
政
義
人
さ
ん
は
次
の

よ
う
に
話
す
。

「
移
動
電
源
車
の
緊
急
走
行
に
必
要

4

現
場
訪
問

災
害
時
、通
信
施
設
に
電
気
を
供
給
す
る

移
動
電
源
車
の
緊
急
走
行
訓
練

９
月
１
日
、
長

野
県
塩
尻
市
の
レ

ザ
ン
ホ
ー
ル
で

「
幸
せ
を
呼
ぶ
交

通
安
全
市
民
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ

た
（
主
催：

塩
尻

市
、
塩
尻
市
交
通

安
全
会
議
）。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
撲
滅

す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
９
年
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
市
民
約
４
５
０
名

が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て

小
口
利
幸
・
塩
尻
市
長
が
「
交
通
事
故
を

起
こ
す
と
、
家
庭
や
地
域
か
ら
幸
せ
が
無

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
日
は
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
皆
様
一
人
ひ
と
り

が
『
幸
せ
を
呼
ぶ
ん
だ
』
と
い
う
気
持
ち

を
再
確
認
す
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
ミ
ニ
交
通
安
全
教

室
。
塩
尻
市
交
通
安
全
会
議
に
所
属
す
る

交
通
安
全
指
導
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
形
式
で
、
自
転
車

10月1日、2日、鈴鹿サーキット交通
教育センターが主催する「安全運転研修
ご視察体験会」が愛知県名古屋市、大阪
府大阪市、広島県広島市、香川県坂出市
の4会場で開催された。同体験会は企業
の経営者や安全運転管理者等に、Honda
ならではの教育プログラムを体験しても
らうことを目的としている。
各会場では、実際の交通状況に近い動
画を活用し、危険予測能力を高めるトレ
ーニングができる「動画KYT」などを参
加者が体験。坂出会場では、実車による
安全運転指導の体験も行われた。

熊本県立天草高等学校（熊本県天草市）
は現在、熊本県内でHondaが推進してい
る高校生交通安全教育活動（6面参照）
のモデル校の1つである。10月19日、20
日に開催された同校文化祭では、交通委
員会の生徒たちがHonda自転車シミュレ
ーターを活用した交通安
全啓発に取り組んだ。生
徒や来場者にシミュレー
ターを体験してもらいな
がら、自転車を安全に利
用するためのポイントを
説明した。

●（
株
）N
T
T
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

受講者同士による意見交換会

保育園の園児らによる交通安全ダンス。これも交通安全指導員の山崎油美子さんが振付を
行っている

「動画KYT」を体験する体験する参加者。「動画KYT」について以下
ホームページを参照。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/animation_kyt/

会場内では本田技研工業（株）安全運転普及本部
浜松普及ブロックのインストラクターが自転車シ
ミュレーターを使って子どもたちに指導

塩尻市交通安全会議の交通安全指導員とボランティアの方々
による交通安全ミュージカル

●
塩
尻
市
・
幸
せ
を
呼
ぶ
交
通
安
全
市
民
の
集
い

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ダ
ン
ス
を
活
用
し
て

交
通
安
全
意
識
を
高
め
る

●安全運転研修ご視察体験会

Hondaならではの教育プログラムを
体験していただく

●熊本県立天草高等学校・文化祭

生徒が文化祭の来場者に
自転車の安全運転を指導

クルマや歩行者など混合交通を再現した模擬市
街地コースでの緊急走行演習。赤信号の交差点
を安全に通過できるように、ドライバーと助手
席が連携し安全確認を行い、助手席の受講者が
マイクを使って周囲のクルマなどに指示を出す

TOPICS
★

1

2 3

狭路誘導は車体が大きな移動電源車をパイロンで
囲まれた狭路の中を誘導者の指示に従い動かすこ
とで誘導者とドライバーとの意思疎通の重要性を
学ぶ

前を走行する一般車両に指示を出して、安全
に追い越すという訓練も行われた

夜間は鈴鹿サーキット国際レーシングコース
で実際にサイレンを鳴らし、周囲のドライバ
ーにどのように聞こえるかを体験



山
田
製
作
所
の
女
性
社
員
２
名
が
「
あ
や
と
り

ぃ
ひ
よ
こ
編
」
を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に

「
止
ま
る
」「
観
る
」
な
ど
の
基
本
的
な
交
通
ル

ー
ル
を
説
明
。
保
護
者
へ
は
、
伊
勢
崎
市
交
通

政
策
課
の
太
田
要
さ
ん
が
子
ど
も
の
行
動
特
性

や
家
庭
内
で
の
交
通
安
全
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を

伝
え
た
。

こ
の
後
、
親
子
が
一
緒
に
な
り
、
屋
外
で
人

形
を
使
っ
た
飛
び
出
し
事
故
と
巻
き
込
み
事
故

の
再
現
な
ど
を
見
学
し
た
。
６
歳
と
８
歳
の
お

子
さ
ん
と
参
加
し
た
父
親
は
「
事
故
再
現
を
見

て
、
飛
び
出
し
の
危
険
性
や
ク
ル
マ
は
急
に
止

ま
れ
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
大
人
に

と
っ
て
も
有
意
義
な
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
本
格
的
な
交
通
安
全
教
室
を
地
元
の

企
業
が
開
催
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

あ
り
が
た
い
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。

（
株
）
山
田
製
作
所
生
産
本
部
環
境
安
全
部

安
全
・
T
P
M
推
進
課
課
長
の
鶴
田
良
弘
さ
ん

（
ホ
ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）
は
「
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
交

通
安
全
の
普
及
は
重
要
な
取
組
み
と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
の
協
力
も
得
て
、
多

く
の
お
子
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。『
あ
や
と
り
ぃ
』
を
使
っ
た
子
ど
も

向
け
の
安
全
教
育
は
、
私
た
ち
で
指
導
で
き
る

体
制
に
し
た
い
と
考
え
、
指
導
者
役
を
社
内
で

募
集
し
ま
し
た
」
と
話
す
。「
あ
や
と
り
ぃ
」
の

指
導
者
役
を
務
め
た
岩
澤
由
香
里
さ
ん
は
「『
あ

や
と
り
ぃ
』
は
交
通
ル
ー
ル
の
必
要
性
と
意
味

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
興
味
を
持

っ
て
聞
い
て
も
ら
え
る
内
容
や
話
し
方
を
考
え

て
臨
み
ま
し
た
。
予
想
し
て
い
た
以
上
に
、
子

ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
の
で

良
か
っ
た
」
と
い
う
。

楽
し
さ
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、『
な
ぜ
、
そ
う
し

た
行
動
を
と
ら
な
い
と
危
険
な
の
か
』
を
き
っ

ち
り
伝
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
点
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
講
評
を
述
べ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
他
の
地
域
の
指
導
を
間
近

で
見
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
指
導
に
活
か
せ
る
も
の

は
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」「
皆
さ
ん
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
手
法
は
違
っ
て
も
想
い
は
同
じ
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
刺
激
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
交
通
安
全
指
導

者
の
方
々
に
と
っ
て
今
後
の
指
導
力
向
上
に
つ

な
が
る
２
日
間
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
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11
月
25
日
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
に
あ
る
（
株
）

山
田
製
作
所
が
主
催
す
る
「
第
１
回
伊
勢
崎
地

区
親
子
交
通
安
全
教
室
」（
共
催：

本
田
関
連
企

業
災
害
防
止
協
議
会
栃
木
支
部
）
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
親
子
交
通
安
全
教
室
は
、
子
ど
も
に

は
事
故
の
危
険
や
怖
さ
、
保
護
者
に
は
自
ら
が

事
故
を
防
ぐ
知
識
と
、
子
ど
も
の
行
動
特
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
同
社
の
周
辺
に
住
む
親
子
１
６
９
名

が
参
加
し
た
。

開
会
式
で
は
、来
賓
を
代
表
し
て
五
十
嵐
清
隆

・
伊
勢
崎
市
長

が
「
お
子
様
の

安
全
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
こ
の

機
会
を
利
用
し

て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
交
通
安
全
へ
の
理
解
を
深

め
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

次
に
子
ど
も
と
保
護
者
が
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
座
学
講
習
を
受
け
る
。
子
ど
も
へ
は
、（
株
）

研修会には福井県、富山県、岐阜県、静岡県から
28名の交通安全指導者の方々が参加

童謡「森のくまさん」の替え歌を使って、幼児に道路の渡り方を覚えてもらう（福井県坂井市）

神経衰弱ゲームを取り入れて、高齢者に楽しみなが
ら交通ルールを学んでもらう（福井県鯖江市） 高齢者に自転車の傘差し運転や飲酒運転は危険であること

を伝える寸劇（福井県福井市）

クルマの死角の範囲を親子で確認してもらう

ダミー人形を使った飛び出し事故の再現

トラックの内輪差による巻き込み事故の再現

（株）山田製作所の岩澤由香里さん（左）と神澤瑞樹
さん（右）が「あやとりぃ　ひよこ編」を使って
子どもたちに指導

スーパーGTなどで活躍中
のレーサー・小暮卓史選
手による交通安全をテー
マにした講演も行われた

開会式で挨拶を述べる
五十嵐清隆・伊勢崎市長

キツネが人間の男の子に化けて街にやってくる
というオリジナルのストーリーで、幼児に道路
の渡り方を指導する（富山県富山市）

TOPICS
★

11
月
20
、
21
日
、
福
井
県
福
井
市
に
て
「
北

陸
地
区
交
通
安
全
指
導
員
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。こ
れ
は
、本
田
技
研
工
業（
株
）
安
全
運

転
普
及
本
部
浜
松
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
が
主
催
し
た

も
の
で
、
北
陸
地
区
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
交

通
安
全
指
導
者
の
方
々
に
、
相
互
の
指
導
方
法

の
確
認
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
指

導
レ
ベ
ル
向
上
に
協
力
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

あ
る
。
今
回
の
情
報
交
換
会
に
は
福
井
県
、
富

山
県
、
岐
阜
県
、
静
岡
県
か
ら
11
組
28
名
の
交

通
安
全
指
導
者
の
方
々
が
参
加
し
、
各
組
が
幼

児
ま
た
は
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
指
導
を
実
演

し
た
。

閉
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本
田
技

研
工
業（
株
）安
全
運
転
普
及
本
部
の
宮

光
明

ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
が
「
指
導
の
中
に
笑
い
や

NEWS REVIEW 

10月18日、JA共済ビルカンファレンスホー
ル（東京都千代田区）にて公益財団法人 交通
事故総合分析センター主催の「第15回 交通事
故・調査分析研究発表会」が開催された。

●公益財団法人 交通事故総合分析センター

自転車事故に関する各種調査・分析研究を発表
この研究発表会は、同センターが行った交通
事故に関する各種調査・分析研究の成果を交通
安全対策に活用してもらうことを目的に毎年行
われている。今年は自転車の交通事故をテーマ
に以下の5つの発表があった。
1）自転車の利用動向と自転車事故の特性
2）自転車と歩行者の交通事故の実態
3）四輪車と自転車の無信号交差点・出会い頭
事故の人的要因分析

4）運転免許保有に着目した自転車事故の分析
5）電動アシスト自転車の事故分析
※発表の詳細については以下のホームページを
参照。http://www.itarda.or.jp/ws/

●内閣府

都道府県・政令指定都市交通安全対策主管課（室）長会議を開催

●
北
陸
地
区
交
通
安
全
指
導
員
研
修
会

互
い
の
指
導
方
法
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
、交
流
を
深
め
る

●伊勢崎地区親子交通安全教室

企業と自治体が一体となって
親子に交通安全を啓発

4

5

10月19日、内閣府にて「都道府県・政令指
定都市交通安全対策主管課（室）長会議」が開
催された。同会議の中で、本田技研工
業（株）安全運転普及本部の千葉英雄
事務局長が「熊本県行政と連携した高
校生交通安全教育の展開」をテーマに
講演を行った。
講演では、今年度からHondaが熊本
県で開始した高校生交通安全教育活動
（6面参照）を紹介。県内の16の高校
で実施している教育について、そのね
らいや効果を千葉事務局長が出席者に

説明した。Hondaは、この活動を全国に拡げて
いく考えだ。


